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参
加
し
て

も
ら
う
に

は
ど
う
す

れ
ば
い
い

の
か
？
な

ど
を
テ
ー

ブ
ル
に
分

か
れ
た
班

で
話
し
合

い
発
表
を

行
い
ま
し

た
。
意
見

交
換
を
す
る
中
で
、
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
持
ち
困
っ
て
い
る
現

状
が
見
え
た
気
が
し
ま
す
。
年

を
重
ね
る
ご
と
に
減
る
ス
タ
ッ

フ
や
、
そ
れ
に
伴
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
く
な

ど
、
今
後
の
運
営
に
危
機
感
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
参
加
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
の

里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
３
年
後
、
５
年
後
の
県
の

里
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。地
区
や
世
代
を
こ
え
、

自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

　

平
成
31
年
２
月
３
日
（
日
）

に
備
中
県
民
局
会
議
棟
で
「
備

中
協
働
ゼ
ミ
２
０
１
９
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
団
体
は

「
井
原
市
▼
県
の
里
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
」「
笠
岡
市
▼

駅
前
コ
ラ
ボ
ｉ
ｎ
笠
岡
」「
高

梁
市
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
介

護
支
援
専
門
員
協
会
高
梁
支

部
」「
新
見
市
▼
に
い
み
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
協
会
」「
備
中
県
民

局
▼
コ
コ
ホ
レ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
」
の
５
団
体
の
参
加
で
、

テ
ー
マ
は
「
よ
り
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
作

戦
」
と
題
し
て
各
団
体
の
発
表

の
後
、
助
言
者
と
し
て
中
国
学

園
大
学
・
中
国
短
期
大
学
／
住

野
好
久
副
学
長
を
交
え
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
？
ま
た
、

主
催
者
側
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

素
晴
ら
し
い
県
の
里
を
残
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

岡
田
佳
代
子
様　
（
亡
夫
）

　

岡
田　

真
吾
様　
（
亡
母
）

　

藤
井　

幹
雄
様　
（
亡
父
）

　

尾
山
浩
三
・
奈
津
江
さ
ん

　

男
の
子　

幸
汰
朗
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
11
月
14
日
生
ま
れ
）

　

国
末
充
恒
・
明
子
さ
ん

　

男
の
子　

晴
臣
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
１
月
15
日
生
ま
れ
）
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









紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
生
お
め
で
と
う

 　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
う
た
ろ
う

編
集
後
記

広
報
「
み
ん
な
の
県
主
」
で
は
、

掲
載
し
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
公
民
館
ま
で

編
集
委
員

岡
田
章
文
・
山
本
俊
和
・
安
藤
直

樹
・
森
下
和
美
・
鳥
越
千
恵
子
・

森
本
峰
子
・
岡
田　

忍

　

毎
年
、
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
広
場
を
、
そ

れ
以
外
の
時
季
で
も
地
域
の
子

ど
も
達
が
遊
べ
る
場
所
に
し
て
は

ど
う
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

去
る
２
月
16
日
（
土
）
に
、
こ

の
場
所
を
「
か
か
し
広
場
」
と

名
付
け
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
口
の
両
脇
に
は
、
県
主
地

域
資
源
保
全
協
議
会
か
ら
い
た

だ
い
た
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
壇

を
作
り
、
少
し
入
っ
た
所
に
、

古
タ
イ
ヤ
を
積
み
重
ね
て
固
定

し
、
土
で
踏
み
固
め
た
遊
具
を

作
り
ま
し
た
。
春
に
は
鮮
や
か
な

花
が
咲
き
誇
り
、
楽
し
そ
う
な

子
ど
も
達
の
笑
い
声
が
響
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

広
報
委
員　

安
藤
直
樹

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ぐ
く
み
の
里
部
会  

佐
藤　

隆

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り　

岡
本
綾
子

備
中
協
働
ゼ
ミ
２
０
１
９
開
催

は
る
お
み

３
月
12
日
、
公
民
館
新
築
の

造
成
工
事
に
つ
い
て
入
札
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
施
工
業
者 

多
賀
建
設
株
式

会
社
（
岩
倉
町
）

◎
工
事
期
間

　

２
０
１
９
年
３
月
15
日
〜

２
０
１
９
年
９
月
13
日

工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両

の
通
行
・
騒
音
等
地
域
の
皆

様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
車
両
の
出
入

り
口
が
、
分
室
前
の
駐
車
場

を
利
用
し
ま
す
の
で
、
駐
車

場
場
所
が
狭
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
主
公
民
館
建
設
推
進
委
員
会

県
主
公
民
館

造
成
工
事
の
お
知
ら
せ

第20号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会

険
な
場
所
を
写
真
で
示
さ
れ
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
、
受

講
者
の
知
り
た
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

当
地
区
防
災
士
の
方
よ
り
、
要

支
援
者
の
個
人
情
報
の
管
理
等
、

踏
み
込
ん
だ
質
問
も
あ
り
、
防

災
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
本
気
度

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
も
、
他
地
区
ま
ち
づ
く
り
関

係
者
、
井
原
市
役
所
関
係
者
も

ご
参
加
く
だ
さ
り
、
有
意
義
な

情
報
交
換
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
地

域
内
の
各
種
団
体
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
先
生
は
、
防
衛
大
学

校
を
ご
卒
業
後
、
34
年
間
陸
上

自
衛
隊
空
挺
部
隊
で
勤
務
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
空
挺
部
隊
で
は
、

各
種
危
険
な
訓
練
に
従
事
さ
れ
、

第
８
師
団
幕
僚
長
と
し
て
、
鳥

取
西
部
地
震
、
水
俣
水
害
、
阪

神
大
震
災
、
各
地
の
森
林
火
災

等
の
災
害
派
遣
に
携
わ
り
、
危

機
管
理
の
現
場
を
指
揮
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を

基
に
、
災
害
時
に
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
、

分
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
に
発
生
し

た
西
日
本
豪
雨
災
害
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
県
主
地
区
の
危

　

２
月
23
日（
土
）、県
主
公
民

館
に
お
い
て
、
県
主
公
民
館
と
県

の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

共
催
で
、
生
涯
学
習
講
座
・
ま
ち

づ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
前
の
打
合
せ
か
ら

県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会
、

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

井
原
市
消
防
団
県
主
分
団
と
も

連
携
し
、
講
座
開
催
の
準
備
を
し
、

共
同
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
に
向
け
て
、
大
き
な

前
進
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
は
、
防
災
危
機

管
理
者
：
坂
田
善
穂
先
生
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、『
県
主
地

区
の
防
災
を
考
え
る
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
ご
講
演
を
お
願
い
し

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

か
か
し
広
場
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県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
講
座
・
県
主
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

平
成
３０
年
度
井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
事
業
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の
意
見
を
舞
台
上
で
発
表
し
ま

し
た
。

　

４
団
体
で
発
行
し
て
い
る
広

報
紙
「
み
ん
な
の
県
主
」
の
発

行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、
こ

れ
ま
で
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
と
県
主
公
民
館
が
共

同
開
催
し
て
い
た
ま
ち
づ
く
り

講
座
で
は
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
防
災
・
減
災
に
取
り
組

む
た
め
に
、
地
域
内
の
各
種
団

体
が
共
催
し
て
「
防
災
講
座
」

を
開
催
し
た
こ
と
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
性
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
峙
し

て
地
域
内
で
で
き
る
こ
と
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域

内
の
１
団
体
だ
け
で
は
解
決
で

く
り
を
進
め
る
井
原
市
内
の
各

地
区
が
活
動
成
果
を
発
表
し
、

相
互
の
情
報
交
換
を
す
る
場
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
が
ん
ば
る
地
域
応

援
補
助
金
を
受
け
て
活
動
す
る

団
体
と
し
て
、
木
之
子
地
区
と

県
主
地
区
が
担
当
し
て
成
果
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
18
年
か
ら

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
組
織
設
立
後
、
平
成
25
年

か
ら
の
「
６
年
間
の
歩
み
」
そ

の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
論
点
を
ま
と
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で

　

平
成
30
年
度
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
去
る
３

月
16
日
（
土
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

イ
フ
井
原
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

各
地
区
の
関
係
者
多
数
が
参
加

し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
発

表
に
続
き
、
意
見
交
換
会
、
締

め
く
く
り
に
前
高
知
県
知
事
の

橋
本
大
二
郎
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
『
新
し
い
時
代
を
前
に
問

わ
れ
る
〝
地
方
〞
の
力
』
と
題

し
て
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
協
働
の
ま
ち
づ

県の里まちづくり推進協議会 30年度事業のまとめ県の里まちづくり推進協議会 30年度事業のまとめ

き
な
い
出
来
事「
地
域
課
題
」は
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、役
職
や
年
齢
・

性
別
・
地
位
に
関
係
な
く
、
自

由
に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
「
円
卓
会
議
」
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
提
唱
し
ま
し

た
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
「
防
災
組
織

の
設
立
」が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
、

住
み
や
す
い
・
住
ん
で
み
た
い

県
主
を
目
指
し
て
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

広 報 紙 発 行 事 業 【事業内容】
地域情報全般を一つの紙面で提供。また、ＳＮＳやホームページなどでリアルタ
イムでの情報発信や過去の情報も掲載しいつでも閲覧できるよう行っている。

【良い点・工夫点・課題など】
情報が一本化され、紙面も一段と見やすくなり、経費面・労務面におい
ても効率化され地域に定着してきた。

【目　的】
各種団体発行の情報紙の統合
と情報の一元化並びに労務・
経費の節減

人材育成事業 【事業内容】
鳥取県西部地震、水俣水害、森林火災、阪神大震災等、多くの被災
地で危機管理の現場を指揮された防災危機管理者 坂田善穂先生
　
【良い点・工夫点・課題など】
防災・減災に向けたまちづくりの方向性を考える講座

【目　的】
主体的に行動ができる人材育成

命のペットボトル事業 【事業内容】
「ペットボトル」を活用した救命浮環を
作成して設置と看板製作

【良い点・工夫点・課題など】
あってはならない不慮の事故ではあるが、いざという時に機能す
るよう定期的なメンテナンスを実施していく。

【目　的】
「ため池」に落水しても、駆
け付けた人が救命する救命浮
環を製作

ふるさと便利屋さん事業 【事業内容】
○電球・蛍光灯の交換　○小さな工事　○草刈り・簡単な剪定
○支障木の伐採

【良い点・工夫点・課題など】
県の里まちづくり推進協議会の根幹事業としていきたい。

【目　的】
高齢者世帯や一人暮らしの世
帯の軽微な作業を肩代わり

「ふるさとかかし」「かかしコンテスト」による地域活性化事業
【事業内容】
①かかし祭り（かかしコンテスト）の実施
②「ふるさとかかし」づくり講座の開催
③「ふるさとかかし」サミットへの参加

【良い点・工夫点・課題など】
継続的に開催することにより、子どもから大人まで農業について
考える良い機会が増え地域への関心が高まってきている。
また、2014年から実施している「かかし祭り」は地元産の食材
や加工食品などの販売を行い、まちづくり事業の運営資金として
活用している。

６次産業地元の一番開発事業 【事業内容】
サツマイモを使った、焼酎造りに取り組み、特産品としての位置
づけをする。また、焼酎づくり以外にもサツマイモをポテトチッ
プスした『夢チップス』を生産販売を行う。

【良い点・工夫点・課題など】
「サツマイモ」の栽培をまちぐるみで行い、安定した生産体制の
構築と「芋焼酎 里の夢」をブランド化への推進をしていく。
また、焼酎と一緒に楽しめる「夢チップス」の推進を図る。

【目　的】
当地域の大きな課題である、
衰退する農業を考える機会づ
くり

【目　的】
農業振興の方策探し、
事業の具体化

県の里まちづくり推進協議会県の里まちづくり推進協議会

企　

画…

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

製
造
元…

三
光
正
宗
株
式
会
社

あ
が
た

酒造会社にお願いし、約半年。
味わい深いフルーティな焼酎ができました。
あがたの里本格芋焼酎『里の夢』

バスで片道10時間、志布志を訪れ芋の植え方を教わり苗をわけてもらい、
県の里に植えました。芋の苗はスクスクと育ち、土の中からは大きな芋が
ゴロゴロと３トン近く収穫できました。芋の種類は『黄金千貫』。

２０１４年春、県の里まちづくりの一人が言いました。
『県の里の空いた田んぼや畑でなんかできんかのぉ』
『鹿児島の志布志じゃ焼酎造りょうるでぇ』
『ほんなぁ県の里でも造ろうやぁ』

ま
ち
づ
く
り
で

焼
酎
作
っ
た
け
ぇ

　

飲
ん
で
み
て
ぇ

数量
限定

岡山
県井
原市
産

2015
年

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本哲治【電話  090-7125-7290】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町 714  電話・FAX 0866-62-7812

2018コンテスト作品募集

2017 年
最優秀賞

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

日 時：平成30年１０月２1日（日）
場 所：県主小学校

第5回 かかし祭り
県の里特産品販売・コンテスト表彰

午前９時～
午後２時

開催期間：平成30年９月2日（日）～１０月２1日（日）
第６回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2018年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

平成30年度 がんばる地域応援補助金

成
果
発
表

「
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
　

６
年
間
の
歩
み
」
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の
意
見
を
舞
台
上
で
発
表
し
ま

し
た
。

　

４
団
体
で
発
行
し
て
い
る
広

報
紙
「
み
ん
な
の
県
主
」
の
発

行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、
こ

れ
ま
で
県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
と
県
主
公
民
館
が
共

同
開
催
し
て
い
た
ま
ち
づ
く
り

講
座
で
は
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
防
災
・
減
災
に
取
り
組

む
た
め
に
、
地
域
内
の
各
種
団

体
が
共
催
し
て
「
防
災
講
座
」

を
開
催
し
た
こ
と
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
性
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
峙
し

て
地
域
内
で
で
き
る
こ
と
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域

内
の
１
団
体
だ
け
で
は
解
決
で

く
り
を
進
め
る
井
原
市
内
の
各

地
区
が
活
動
成
果
を
発
表
し
、

相
互
の
情
報
交
換
を
す
る
場
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
が
ん
ば
る
地
域
応

援
補
助
金
を
受
け
て
活
動
す
る

団
体
と
し
て
、
木
之
子
地
区
と

県
主
地
区
が
担
当
し
て
成
果
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
平
成
18
年
か
ら

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
組
織
設
立
後
、
平
成
25
年

か
ら
の
「
６
年
間
の
歩
み
」
そ

の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
論
点
を
ま
と
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で

　

平
成
30
年
度
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
去
る
３

月
16
日
（
土
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

イ
フ
井
原
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

各
地
区
の
関
係
者
多
数
が
参
加

し
て
、
盛
会
の
う
ち
に
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
発

表
に
続
き
、
意
見
交
換
会
、
締

め
く
く
り
に
前
高
知
県
知
事
の

橋
本
大
二
郎
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
『
新
し
い
時
代
を
前
に
問

わ
れ
る
〝
地
方
〞
の
力
』
と
題

し
て
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
協
働
の
ま
ち
づ

県の里まちづくり推進協議会 30年度事業のまとめ県の里まちづくり推進協議会 30年度事業のまとめ

き
な
い
出
来
事「
地
域
課
題
」は
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、役
職
や
年
齢
・

性
別
・
地
位
に
関
係
な
く
、
自

由
に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
「
円
卓
会
議
」
の
必

要
性
に
つ
い
て
も
提
唱
し
ま
し

た
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、
自

然
災
害
へ
の
対
応
「
防
災
組
織

の
設
立
」が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
、

住
み
や
す
い
・
住
ん
で
み
た
い

県
主
を
目
指
し
て
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

会
長　

岡
田
章
文

広 報 紙 発 行 事 業 【事業内容】
地域情報全般を一つの紙面で提供。また、ＳＮＳやホームページなどでリアルタ
イムでの情報発信や過去の情報も掲載しいつでも閲覧できるよう行っている。

【良い点・工夫点・課題など】
情報が一本化され、紙面も一段と見やすくなり、経費面・労務面におい
ても効率化され地域に定着してきた。

【目　的】
各種団体発行の情報紙の統合
と情報の一元化並びに労務・
経費の節減

人材育成事業 【事業内容】
鳥取県西部地震、水俣水害、森林火災、阪神大震災等、多くの被災
地で危機管理の現場を指揮された防災危機管理者 坂田善穂先生
　
【良い点・工夫点・課題など】
防災・減災に向けたまちづくりの方向性を考える講座

【目　的】
主体的に行動ができる人材育成

命のペットボトル事業 【事業内容】
「ペットボトル」を活用した救命浮環を
作成して設置と看板製作

【良い点・工夫点・課題など】
あってはならない不慮の事故ではあるが、いざという時に機能す
るよう定期的なメンテナンスを実施していく。

【目　的】
「ため池」に落水しても、駆
け付けた人が救命する救命浮
環を製作

ふるさと便利屋さん事業 【事業内容】
○電球・蛍光灯の交換　○小さな工事　○草刈り・簡単な剪定
○支障木の伐採

【良い点・工夫点・課題など】
県の里まちづくり推進協議会の根幹事業としていきたい。

【目　的】
高齢者世帯や一人暮らしの世
帯の軽微な作業を肩代わり

「ふるさとかかし」「かかしコンテスト」による地域活性化事業
【事業内容】
①かかし祭り（かかしコンテスト）の実施
②「ふるさとかかし」づくり講座の開催
③「ふるさとかかし」サミットへの参加

【良い点・工夫点・課題など】
継続的に開催することにより、子どもから大人まで農業について
考える良い機会が増え地域への関心が高まってきている。
また、2014年から実施している「かかし祭り」は地元産の食材
や加工食品などの販売を行い、まちづくり事業の運営資金として
活用している。

６次産業地元の一番開発事業 【事業内容】
サツマイモを使った、焼酎造りに取り組み、特産品としての位置
づけをする。また、焼酎づくり以外にもサツマイモをポテトチッ
プスした『夢チップス』を生産販売を行う。

【良い点・工夫点・課題など】
「サツマイモ」の栽培をまちぐるみで行い、安定した生産体制の
構築と「芋焼酎 里の夢」をブランド化への推進をしていく。
また、焼酎と一緒に楽しめる「夢チップス」の推進を図る。

【目　的】
当地域の大きな課題である、
衰退する農業を考える機会づ
くり

【目　的】
農業振興の方策探し、
事業の具体化

県の里まちづくり推進協議会県の里まちづくり推進協議会

企　

画…

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

製
造
元…

三
光
正
宗
株
式
会
社

あ
が
た

酒造会社にお願いし、約半年。
味わい深いフルーティな焼酎ができました。
あがたの里本格芋焼酎『里の夢』

バスで片道10時間、志布志を訪れ芋の植え方を教わり苗をわけてもらい、
県の里に植えました。芋の苗はスクスクと育ち、土の中からは大きな芋が
ゴロゴロと３トン近く収穫できました。芋の種類は『黄金千貫』。

２０１４年春、県の里まちづくりの一人が言いました。
『県の里の空いた田んぼや畑でなんかできんかのぉ』
『鹿児島の志布志じゃ焼酎造りょうるでぇ』
『ほんなぁ県の里でも造ろうやぁ』

ま
ち
づ
く
り
で

焼
酎
作
っ
た
け
ぇ

　

飲
ん
で
み
て
ぇ

数量
限定

岡山
県井
原市
産

2015
年

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本哲治【電話  090-7125-7290】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町 714  電話・FAX 0866-62-7812

2018コンテスト作品募集

2017 年
最優秀賞

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

日 時：平成30年１０月２1日（日）
場 所：県主小学校

第5回 かかし祭り
県の里特産品販売・コンテスト表彰

午前９時～
午後２時

開催期間：平成30年９月2日（日）～１０月２1日（日）
第６回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2018年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

平成30年度 がんばる地域応援補助金

成
果
発
表

「
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
　

６
年
間
の
歩
み
」
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社
協　

鳥
越
千
恵
子

第
５
回
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
食
ｉ
ｎ
県
主

大
谷
山
三
十
三
観
音
巡
り

社
協　

藤
井　

護

県
主
地
区
社
協
理
事
研
修

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
手
際
の
良
さ

で
、
百
食
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

他
愛
の
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
の
会
食
は
格
別
な
の
か
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
完
食
。「
お

い
し
か
っ
た
。」と
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
約
80
名
。
分
室

は
満
室
で
温
か
か
っ
た
で
す
。

若
い
世
代
の
参
加
が
少
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
、
第
５
回
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
食
ｉ
ｎ
県
主
が
公
民
館
分
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、「
井
原
語
り
の
会

わ
・
わ
・
わ
」
の
皆
さ
ん
に
昔

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
童

心
に
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
食
事
会
に
入
り
ま
し
た
。
今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、ち
く
わ（
地

区
の
輪
）
入
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

と
野
菜
サ
ラ
ダ
。
こ
れ
は
、
朝

早
く
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
20

名
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
も
の

で
す
。
ホ
ッ
と
カ
フ
ェ
で
の
絆

が
生
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

去
る
３
月
17
日
、
第
44
回
井

原
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
昨
年
度
優
勝
分

団
と
い
う
こ
と
で
、
全
分
団
の

注
目
を
浴
び
、
過
大
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。
我
が
県
主
分

団
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
第
１
出
走
で
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
が

降
っ
て
、
後
半
の
分
団

と
は
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
違
う
中

で
の
操
法
で
し
た
。
足

元
の
ぬ
か
る
む
悪
条
件

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
基
本
に
忠
実
な
操

法
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
結
果
は
、
昨
年

同
様
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
第
３
位
に

入
賞
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
悪
条
件
の
中
、

県
主
分
団
の
意
地
を
魅
せ
て
く

れ
た
選
手
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
消
防
団
活
動
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。

指
揮
者
▼
佐
藤
充
展（
第
１
部
）

１
番
員
▼
平
田
捷
也（
第
３
部
）

２
番
員
▼
藤
井
政
慶（
第
１
部
）

３
番
員
▼
岡
本
好
範（
第
１
部
）

操
作
員
▼
佐
藤
和
哉（
第
３
部
）

県
主
分
団
長　

三
嶋
和
也

カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ　

佐
藤
聖
子

が
ら
下
り
岩
瀧
観
音
へ
到
着
。

こ
こ
ま
で
の
無
事
に
感
謝
し
な
が

ら
皆
で
唱
え
る
般
若
心
経
が
静

か
な
谷
間
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
春
雨
や
突
風
に
吹
か

れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
全
員
無

事
に
六
道
様
へ
到
着
し
ま
し
た
。

最
後
の
般
若
心
経
を
唱
え
解
散

し
ま
し
た
。

　

観
音
巡
り
開
催
に
あ
た
り
遍

路
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
社
協
関
係
者
・
六
和
会
の

皆
様
、
ご
接
待
を
い
た
だ
き
ま

し
た
金
剛
福
寺
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
更
に
多
く
の
方
に
、

県
主
の
自
然
に
ふ
れ
る
観
音
巡

り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

３
月
17
日
、
恒
例
の
大
谷
西

国
三
十
三
観
音
巡
り
が
、
早
朝

よ
り
の
雨
で
足
下
の
悪
い
中
32

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
１
時
金
剛
福
寺
境
内
に

集
合
、
藤
井
会
長
が
参
加
者
へ

お
礼
を
兼
ね
て
の
挨
拶
の
後
、

井
上
ご
住
職
の
導
師
の
も
と
、

境
内
の
「
粉
河
寺
」
千
手
観
音

に
お
参
り
し
、
観
音
巡
り
の
安

全
と
参
加
者
全
員
の
健
康
を
祈

願
し
般
若
心
経
を
唱
え
出
発
し

ま
し
た
。

　

二
番
札
所
の
金
剛
宝
寺
ま
で

は
急
な
山
道
で
、
日
頃
の
運
動

不
足
を
痛
感
し
な
が
ら
登
り
ま

し
た
。
平
坦
な
道
の
り
で
は
、

道
端
の
草
花
、
野
鳥
の
さ
え
ず

り
に
少
し
ゆ
と
り
も
出
て
春
の

息
吹
を
感
じ
、
参
加
者
同
士
の

会
話
も
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。

　
一
番
難
所
の
急
な
坂
道
で
は
、

連
日
の
雨
の
影
響
で
足
下
も
悪

く
す
べ
ら
な
い
様
に
踏
ん
張
り
な

　

平
成
30
年
12
月
15
日
（
土
）、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
な
か
理
事
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

目
的
地
は
高
梁
市
松
原
地
区

で
、
人
口
７
０
０
人
程
の
小
規

模
の
地
域
で
し
た
。
当
地
区
は
、

標
高
４
０
０
か
ら
５
０
０
Ｍ
の
高

原
地
帯
に
３
３
７
世
帯
が
点
在

し
、
高
齢
化
率
は
53
％
を
超
え

て
お
り
、
２
人
に
１
人
以
上
が

65
才
以
上
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
原
地
区
で
は
、
平
成
６
年

よ
り
福
祉
委
員
制
度
が
始
ま
り
、

「
地
域
福
祉
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

福
祉
委
員
」
と
い
う
考
え
を
持
っ

て
「
や
ま
び
こ
プ
ラ
ン
」
と
い
う

小
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
作
成

し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
し
っ
か
り
し

た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
主
地
域
で
も
見
習
い

た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
松
原
地
区
社
協
は
、

平
成
27
年
度
に
県
主
地
区
社
協

へ
来
ら
れ
、「
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ

ん
？
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
勉
強
を

さ
れ
、
平
成
28
年
７
月
に
「
や

ま
び
こ
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
、
研

修
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、

県
主
地
区
社
協
と
の
縁
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
７
月
の
豪
雨

災
害
で
は
、
小
規
模
な
が
け
崩

れ
が
多
発
、
主
要
道
路
が
崩
落

等
で
通
行
止
め
と
な
り
、
２
日

間
孤
立
状
態
が
発
生
、
ま
た
水

源
地
の
水
没
で
１
週
間
の
断
水

も
起
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
活
動
し

た
の
は
、
民
生
委
員
と
福
祉
委

員
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
、

避
難
行
動
要
支
援
者
確
認
を
実

践
し
、
概
ね
機
能
し
た
と
伺
い

ま
し
た
。
災
害
時
避
難
訓
練
も

毎
年
１
回
実
施
し
、
福
祉
委
員

が
町
内
会
長
を
通
じ
て
全
世
帯

に
お
知
ら
せ
と
安
否
確
認
が
い

か
に
早
く
確
実
に
で
き
る
か
を

訓
練
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
県
主

地
区
で
も
自
治
会
を
中
心
に
自

主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
来
て
お
り
、

早
く
こ
の
取
り
組
み
が
実
を
結

ぶ
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
様
子
は
６
頁
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

井
原
市
操
法
訓
練
大
会

　
　
　
　

第
三
位
入
賞
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ー
ム
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手
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仕
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。
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か
、
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食
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お
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。
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が
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笑
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の
輪
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を
楽
し
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す
。
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が
公
民
館
分
室

で
開
催
さ
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ま
し
た
。
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め
に
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井
原
語
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の
会
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・
わ
・
わ
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の
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ん
に
昔

話
を
聞
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せ
て
い
た
だ
き
、
童

心
に
返
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
楽
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み
に
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い

た
食
事
会
に
入
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ま
し
た
。
今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、ち
く
わ（
地

区
の
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）
入
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ー
ラ
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ス

と
野
菜
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こ
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は
、
朝

早
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か
ら
ボ
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ン
テ
ィ
ア
約
20
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が
心
を
込
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作
っ
た
も
の

で
す
。
ホ
ッ
と
カ
フ
ェ
で
の
絆

が
生
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る
の
で
し
ょ
う
。

　

去
る
３
月
17
日
、
第
44
回
井

原
市
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
昨
年
度
優
勝
分

団
と
い
う
こ
と
で
、
全
分
団
の

注
目
を
浴
び
、
過
大
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ

ま
し
た
。
我
が
県
主
分

団
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
第
１
出
走
で
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
が

降
っ
て
、
後
半
の
分
団

と
は
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
違
う
中

で
の
操
法
で
し
た
。
足

元
の
ぬ
か
る
む
悪
条
件

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
基
本
に
忠
実
な
操

法
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
結
果
は
、
昨
年

同
様
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
第
３
位
に

入
賞
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
悪
条
件
の
中
、

県
主
分
団
の
意
地
を
魅
せ
て
く

れ
た
選
手
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
消
防
団
活
動
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
場
選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。

指
揮
者
▼
佐
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充
展（
第
１
部
）

１
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▼
平
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捷
也（
第
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▼
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好
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▼
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和
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分
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嶋
和
也
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ェ
ス
タ
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佐
藤
聖
子

が
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下
り
岩
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観
音
へ
到
着
。

こ
こ
ま
で
の
無
事
に
感
謝
し
な
が

ら
皆
で
唱
え
る
般
若
心
経
が
静

か
な
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間
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
春
雨
や
突
風
に
吹
か

れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
全
員
無

事
に
六
道
様
へ
到
着
し
ま
し
た
。

最
後
の
般
若
心
経
を
唱
え
解
散

し
ま
し
た
。

　

観
音
巡
り
開
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に
あ
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り
遍

路
の
整
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ま
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社
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関
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・
六
和
会
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皆
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を
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だ
き
ま

し
た
金
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福
寺
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、
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当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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来
年
も
更
に
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の
方
に
、

県
主
の
自
然
に
ふ
れ
る
観
音
巡

り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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月
17
日
、
恒
例
の
大
谷
西

国
三
十
三
観
音
巡
り
が
、
早
朝

よ
り
の
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で
足
下
の
悪
い
中
32

名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
１
時
金
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福
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境
内
に

集
合
、
藤
井
会
長
が
参
加
者
へ

お
礼
を
兼
ね
て
の
挨
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の
後
、

井
上
ご
住
職
の
導
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の
も
と
、
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の
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粉
河
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」
千
手
観
音

に
お
参
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し
、
観
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の
安
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と
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者
全
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の
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を
祈
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心
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を
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え
出
発
し
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し
た
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所
の
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宝
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で
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な
山
道
で
、
日
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の
運
動

不
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を
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感
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な
が
ら
登
り
ま
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た
。
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坦
な
道
の
り
で
は
、

道
端
の
草
花
、
野
鳥
の
さ
え
ず

り
に
少
し
ゆ
と
り
も
出
て
春
の

息
吹
を
感
じ
、
参
加
者
同
士
の

会
話
も
楽
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み
な
が
ら
歩
き
ま
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た
。

　
一
番
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所
の
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な
坂
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で
は
、

連
日
の
雨
の
影
響
で
足
下
も
悪

く
す
べ
ら
な
い
様
に
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張
り
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平
成
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15
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（
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）、
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天
に
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れ
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な
か
理
事
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
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目
的
地
は
高
梁
市
松
原
地
区

で
、
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口
７
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０
人
程
の
小
規

模
の
地
域
で
し
た
。
当
地
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は
、

標
高
４
０
０
か
ら
５
０
０
Ｍ
の
高

原
地
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に
３
３
７
世
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が
点
在

し
、
高
齢
化
率
は
53
％
を
超
え

て
お
り
、
２
人
に
１
人
以
上
が

65
才
以
上
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

松
原
地
区
で
は
、
平
成
６
年

よ
り
福
祉
委
員
制
度
が
始
ま
り
、

「
地
域
福
祉
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

福
祉
委
員
」
と
い
う
考
え
を
持
っ

て
「
や
ま
び
こ
プ
ラ
ン
」
と
い
う

小
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
作
成

し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
し
っ
か
り
し

た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
主
地
域
で
も
見
習
い

た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
松
原
地
区
社
協
は
、

平
成
27
年
度
に
県
主
地
区
社
協

へ
来
ら
れ
、「
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ

ん
？
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
勉
強
を

さ
れ
、
平
成
28
年
７
月
に
「
や

ま
び
こ
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
、
研

修
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、

県
主
地
区
社
協
と
の
縁
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
７
月
の
豪
雨

災
害
で
は
、
小
規
模
な
が
け
崩

れ
が
多
発
、
主
要
道
路
が
崩
落

等
で
通
行
止
め
と
な
り
、
２
日

間
孤
立
状
態
が
発
生
、
ま
た
水

源
地
の
水
没
で
１
週
間
の
断
水

も
起
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
活
動
し

た
の
は
、
民
生
委
員
と
福
祉
委

員
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
、

避
難
行
動
要
支
援
者
確
認
を
実

践
し
、
概
ね
機
能
し
た
と
伺
い

ま
し
た
。
災
害
時
避
難
訓
練
も

毎
年
１
回
実
施
し
、
福
祉
委
員

が
町
内
会
長
を
通
じ
て
全
世
帯

に
お
知
ら
せ
と
安
否
確
認
が
い

か
に
早
く
確
実
に
で
き
る
か
を

訓
練
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
県
主

地
区
で
も
自
治
会
を
中
心
に
自

主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
来
て
お
り
、

早
く
こ
の
取
り
組
み
が
実
を
結

ぶ
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
様
子
は
６
頁
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

井
原
市
操
法
訓
練
大
会

　
　
　
　

第
三
位
入
賞



だ

主

わ

い

県

と
ん
ど
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

井
元
陽
菜

　

と
ん
ど
集
会
で
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、お
も
ち
を
焼
い
た
こ
と
だ
。理
由
は
、

少
し
ず
つ
し
か
焼
け
な
い
け
ど
、
ち
ょ

う
ど
よ
く
焼
け
た
と
き
、
と
て
も
う
れ

し
い
か
ら
だ
。

　

お
も
ち
を
焼
く
の
は
、
と
て
も
あ
つ

か
っ
た
。
棒
は
長
い
の
で
、
遠
く
を
も

て
る
け
れ
ど
、
遠
く
を
持
つ
と
と
て
も

重
か
っ
た
。
て
こ
の
学
習
の
と
き
の
よ

う
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
焼
き
終
え
た
。
志

歩
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
「
も
う
、

焼
け
と
る
よ
。
食
べ
て
お
い
で
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
お
も
ち

を
食
べ
た
。
自
分
で
焼
い
た
お
も
ち
は
、

と
て
も
お
い
し
く
て
、
暴
飲
暴
食
の
よ

う
に
な
り
か
け
て
い
た
人
も
い
た
。

　

小
学
校
生
活
最
後
の
と
ん
ど
集
会
。

い
ろ
ん
な
体
験
を
し
た
、
と
て
も
楽
し

い
集
会
だ
っ
た
と
思
う
。
私
た
ち
が
卒

業
し
て
も
、
ず
っ
と
続
け
て
き
た
、
こ

の
と
ん
ど
集
会
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

と
ん
ど
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　

六
年　

三
嶋
陽
土

　

ぼ
く
は
、
昨
日
と
ん
ど
集
会
を
し
た
。

最
初
に
、
も
ち
つ
き
体
験
を
し
た
。
ぼ

く
は
本
気
で
も
ち
を
つ
い
た
。
ま
る
で

野
球
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
た
た
い
た
。

　

次
に
、
や
ぐ
ら
に
火
を
つ
け
た
。
ぼ

く
は
、
火
を
つ
け
る
係
だ
っ
た
。
火
は

と
て
も
あ
つ
か
っ
た
。
火
は
い
っ
し
ゅ

ん
で
燃
え
上
が
っ
た
。
高
く
ま
い
上
が

る
は
い
。み
ん
な
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
た
。

　

そ
の
後
ぜ
ん
ざ
い
を
た
べ
た
。
ぼ
く

が
並
ぶ
と
、「
陽
君
は
、
い
っ
ぱ
い
食

べ
ら
れ
る
じ
ゃ
ろ
。」
と
言
わ
れ
て
、

い
っ
ぱ
い
つ
が
れ
た
。
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
ぜ
ん
ざ
い
は
、
と
て
も
温
か

く
て
、
体
が
ぬ
く
も
っ
た
の
で
よ
か
っ

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

　

最
後
に
、も
ち
を
焼
い
た
。焼
く
の
は
、

と
て
も
む
ず
か
し
く
、
と
て
も
熱
か
っ

た
。ぼ
く
の
も
ち
は
、ま
っ
く
ろ
に
な
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
は
い
の
中
に
入
れ
た

か
ら
だ
。

　

も
う
一
回
と
ん
ど
を
や
り
た
い
と

思
っ
た
。
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た
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も
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ず
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続
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う
。
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日
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に
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も
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つ
き
体
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を
し
た
。
ぼ
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で
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を
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た
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に
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次
に
、
や
ぐ
ら
に
火
を
つ
け
た
。
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は
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え
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は
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。

　

そ
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後
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を
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た
。
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く
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と
、「
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は
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食
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ゃ
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。」
と
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、
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が
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た
。
と
て
も
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れ
し

か
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た
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ん
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い
は
、
と
て
も
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か

く
て
、
体
が
ぬ
く
も
っ
た
の
で
よ
か
っ

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

　

最
後
に
、も
ち
を
焼
い
た
。焼
く
の
は
、

と
て
も
む
ず
か
し
く
、
と
て
も
熱
か
っ

た
。ぼ
く
の
も
ち
は
、ま
っ
く
ろ
に
な
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
は
い
の
中
に
入
れ
た

か
ら
だ
。

　

も
う
一
回
と
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を
や
り
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と

思
っ
た
。
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第 20 号 みんなの県主 平成 31 年 3月 31 日 第 20 号 みんなの県主 平成 31 年 3月 31 日

81

参
加
し
て

も
ら
う
に

は
ど
う
す

れ
ば
い
い

の
か
？
な

ど
を
テ
ー

ブ
ル
に
分

か
れ
た
班

で
話
し
合

い
発
表
を

行
い
ま
し

た
。
意
見

交
換
を
す
る
中
で
、
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
持
ち
困
っ
て
い
る
現

状
が
見
え
た
気
が
し
ま
す
。
年

を
重
ね
る
ご
と
に
減
る
ス
タ
ッ

フ
や
、
そ
れ
に
伴
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
く
な

ど
、
今
後
の
運
営
に
危
機
感
や

悩
み
を
持
ち
な
が
ら
参
加
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
の

里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
３
年
後
、
５
年
後
の
県
の

里
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。地
区
や
世
代
を
こ
え
、

自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

　

平
成
31
年
２
月
３
日
（
日
）

に
備
中
県
民
局
会
議
棟
で
「
備

中
協
働
ゼ
ミ
２
０
１
９
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
団
体
は

「
井
原
市
▼
県
の
里
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
」「
笠
岡
市
▼

駅
前
コ
ラ
ボ
ｉ
ｎ
笠
岡
」「
高

梁
市
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
介

護
支
援
専
門
員
協
会
高
梁
支

部
」「
新
見
市
▼
に
い
み
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
協
会
」「
備
中
県
民

局
▼
コ
コ
ホ
レ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
」
の
５
団
体
の
参
加
で
、

テ
ー
マ
は
「
よ
り
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
作

戦
」
と
題
し
て
各
団
体
の
発
表

の
後
、
助
言
者
と
し
て
中
国
学

園
大
学
・
中
国
短
期
大
学
／
住

野
好
久
副
学
長
を
交
え
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
？
ま
た
、

主
催
者
側
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

素
晴
ら
し
い
県
の
里
を
残
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

岡
田
佳
代
子
様　
（
亡
夫
）

　

岡
田　

真
吾
様　
（
亡
母
）

　

藤
井　

幹
雄
様　
（
亡
父
）

　

尾
山
浩
三
・
奈
津
江
さ
ん

　

男
の
子　

幸
汰
朗
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
11
月
14
日
生
ま
れ
）

　

国
末
充
恒
・
明
子
さ
ん

　

男
の
子　

晴
臣
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
１
月
15
日
生
ま
れ
）






























紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
生
お
め
で
と
う

 　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
う
た
ろ
う

編
集
後
記

広
報
「
み
ん
な
の
県
主
」
で
は
、

掲
載
し
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
公
民
館
ま
で

編
集
委
員

岡
田
章
文
・
山
本
俊
和
・
安
藤
直

樹
・
森
下
和
美
・
鳥
越
千
恵
子
・

森
本
峰
子
・
岡
田　

忍

　

毎
年
、
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
広
場
を
、
そ

れ
以
外
の
時
季
で
も
地
域
の
子

ど
も
達
が
遊
べ
る
場
所
に
し
て
は

ど
う
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

去
る
２
月
16
日
（
土
）
に
、
こ

の
場
所
を
「
か
か
し
広
場
」
と

名
付
け
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

入
口
の
両
脇
に
は
、
県
主
地

域
資
源
保
全
協
議
会
か
ら
い
た

だ
い
た
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
壇

を
作
り
、
少
し
入
っ
た
所
に
、

古
タ
イ
ヤ
を
積
み
重
ね
て
固
定

し
、
土
で
踏
み
固
め
た
遊
具
を

作
り
ま
し
た
。
春
に
は
鮮
や
か
な

花
が
咲
き
誇
り
、
楽
し
そ
う
な

子
ど
も
達
の
笑
い
声
が
響
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

広
報
委
員　

安
藤
直
樹

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ぐ
く
み
の
里
部
会  

佐
藤　

隆

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り　

岡
本
綾
子

備
中
協
働
ゼ
ミ
２
０
１
９
開
催

は
る
お
み

３
月
12
日
、
公
民
館
新
築
の

造
成
工
事
に
つ
い
て
入
札
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
施
工
業
者 

多
賀
建
設
株
式

会
社
（
岩
倉
町
）

◎
工
事
期
間

　

２
０
１
９
年
３
月
15
日
〜

２
０
１
９
年
９
月
13
日

工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両

の
通
行
・
騒
音
等
地
域
の
皆

様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
工
事
車
両
の
出
入

り
口
が
、
分
室
前
の
駐
車
場

を
利
用
し
ま
す
の
で
、
駐
車

場
場
所
が
狭
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
主
公
民
館
建
設
推
進
委
員
会

県
主
公
民
館

造
成
工
事
の
お
知
ら
せ

第20号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会

険
な
場
所
を
写
真
で
示
さ
れ
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
、
受

講
者
の
知
り
た
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

当
地
区
防
災
士
の
方
よ
り
、
要

支
援
者
の
個
人
情
報
の
管
理
等
、

踏
み
込
ん
だ
質
問
も
あ
り
、
防

災
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
本
気
度

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
も
、
他
地
区
ま
ち
づ
く
り
関

係
者
、
井
原
市
役
所
関
係
者
も

ご
参
加
く
だ
さ
り
、
有
意
義
な

情
報
交
換
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
地

域
内
の
各
種
団
体
と
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
先
生
は
、
防
衛
大
学

校
を
ご
卒
業
後
、
34
年
間
陸
上

自
衛
隊
空
挺
部
隊
で
勤
務
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
空
挺
部
隊
で
は
、

各
種
危
険
な
訓
練
に
従
事
さ
れ
、

第
８
師
団
幕
僚
長
と
し
て
、
鳥

取
西
部
地
震
、
水
俣
水
害
、
阪

神
大
震
災
、
各
地
の
森
林
火
災

等
の
災
害
派
遣
に
携
わ
り
、
危

機
管
理
の
現
場
を
指
揮
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を

基
に
、
災
害
時
に
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
、

分
か
り
や
す
く
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
７
月
に
発
生
し

た
西
日
本
豪
雨
災
害
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
県
主
地
区
の
危

　

２
月
23
日（
土
）、県
主
公
民

館
に
お
い
て
、
県
主
公
民
館
と
県

の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

共
催
で
、
生
涯
学
習
講
座
・
ま
ち

づ
く
り
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
前
の
打
合
せ
か
ら

県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会
、

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

井
原
市
消
防
団
県
主
分
団
と
も

連
携
し
、
講
座
開
催
の
準
備
を
し
、

共
同
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
に
向
け
て
、
大
き
な

前
進
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
は
、
防
災
危
機

管
理
者
：
坂
田
善
穂
先
生
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、『
県
主
地

区
の
防
災
を
考
え
る
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
ご
講
演
を
お
願
い
し

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

か
か
し
広
場
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県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
ま
ち
づ
く
り
講
座
・
県
主
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

平
成
３０
年
度
井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
事
業


